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研究成果の概要（和文）：リハビリテーション(以下、リハビリ)の目的の一つは患者に最適な動作を学習させる
ことであり、日常生活活動(ADL)のほとんどが潜在的学習や手続き記憶の結果によって自動化、保持される。し
かしながら手続き記憶とリハビリ効果の関連を検討された研究は少ない。そこで我々は手続き記憶の障害が生じ
るとされるパーキンソン病(以下、PD)患者を対象として研究した。手続き記憶の能力をSerial reaction time 
task(SRTT)で評価して、リハビリ効果との関連について検討を行った。我々は手続き記憶とADLの改善とに関連
を見つけた。PDにおいて手続き記憶能力がADL獲得の障害になっている可能性がある。

研究成果の概要（英文）：One of the goals of rehabilitation is to promote learning of optimal 
movements for the patient, and most of the activities of daily living (ADL) are automatic and 
retained by unconscious learning and procedural memory. Most of the activities of daily living (ADL)
 are automated and maintained by implicit learning and procedural memory. However, few studies have 
examined the relationship between procedural memory and rehabilitation effects. Therefore, we 
studied patients with Parkinson's disease (PD), a degenerative disease that mainly affects the 
midbrain-basal ganglia-cortex circuitry and results in impairment of procedural memory. We assessed 
the ability of procedural memory with the serial reaction time task (SRTT) and investigated its 
relation to the rehabilitation effect. We found an association between procedural memory measures 
and improvement in ADL. It is possible that procedural memory impairment is a barrier to ADL 
acquisition in PD.

研究分野：神経リハビリテーション
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研究成果の学術的意義や社会的意義
リハビリの効果に差が出る原因の一つとして手続き記憶能力の差がある。リハビリは患者に最適な動作を学習さ
せることであり、ADLのほとんどが潜在的学習や手続き記憶の結果として自動化、保持される。今回の研究では
それを裏付ける結果を示した。これまで臨床現場で簡便に潜在的学習や手続き記憶を評価する方法がなかった。
我々はその評価法の開発ならびに臨床応用を行った。この研究の成果によって様々な疾患においてリハビリの実
施前にこの評価を行い、個人特性を評価してリハビリプログラムを作成することができるようになった。日本の
みならず世界中でたくさんの患者がリハビリを受けており、社会的にも非常に有意義な研究であった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通）	
 
 
１．研究開始当初の背景	
	 リハビリテーション(以下、リハビリ)の目的の一つは患者に最適な動作を学習させることで
あり、日常生活活動(ADL)のほとんどが潜在的学習や手続き記憶の結果として自動化、保持され
る。しかしながら手続き記憶能力とリハビリ効果について検討された研究は少ない。	
	
	
２．研究の目的	
	 そこで我々は中脳-基底核-大脳皮質回路を中心とした変性疾患であり手続き記憶の障害が生
じるとされるパーキンソン病(以下、PD)患者を研究対象とした。Serial	Reaction	Time	Task(以
下、SRTT)で手続き記憶能力を評価し、その結果とリハビリ効果(ADL)との関連を調べた。	
	
	
３．研究の方法	
(1)	対象	
			H&Y	 Stage	 2 から４の認知症のない
PD 患者 22 例を対象とし、リハビリ開始
前に SRTT を実施した。コントロールと
して同年代の健常コントロール 22 例を
用いた。	
	
(2)	手続き記憶の評価（SRTT）	
	SRTT の評価には 4つのボタンを使用し
た評価機器を用いた。10 回の定まった
順序を1パターンとした。その10周（100
回）を 1Block とし、４Block(400 回)の
順序課題と、その後 1Block(100 回)のラ
ンダム課題を実施した(図 1)。SRTT 結果
とリハビリ効果(FIM運動)との関係を検
討した。	
	
(3)	リハビリ治療の介入	
	 ８週間の入院による集学的治療で理学療法、作業療法、言語聴覚療法を行い,ADL 向上のため
の動作指導、生活習慣の指導を実施した。	
	
(4)リハビリ効果の判定	
	 	 リハビリ効果の判定は FIM(Functional	Independence	Measure)運動項目を用いてリハビリ
前後に評価した。	
	
	
４．研究成果	
(1)健常者と PD の比較	

	 PD 患者と健常コントロールの基

本データを(表 1)に示す。年齢、認

知機能に差はなかった。健常者と

比較し PD 患者では Block1 から

Block4 の反応時間の短縮は乏し

く、Block4 から Block5 の反応時間

の延長も乏しかった(図 2)。既報告

(引用文献①)を参考にして、この

延長時間を潜在的(implicit)連続

的運動学習能力とした。また、PD

患者の中では Block4 から Block5 の反応時間の延長を認める患者もあり、PD 内での個人差があ

ることがわかった(図 3)。	
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画面上に表示される4つのランプのうち，赤く点灯したランプと対応
するボタンを手元のキーボードで押す．キーボードには1から4まで
の数字が表示されている．（写真はグレースケールのため，タブレッ

ト上の赤ランプはグレーの塗りつぶしで表示されている．）

図１ SRTTの測定機器��1�0����
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(2)PD の延長時間(B5-B4)と FIM 改善度の関連	

	 	 PD の手続き記憶の指標である Block4 から Block5 の反応時間の延長が少ない程、つまり連

続的運動学習能力が低い程、FIM 運動（ADL）の改善が少ない傾向を示した。特に FIM 整容にお

いては、有意な傾向を示した(図 4)。PD において手続き記憶の問題があり、これが ADL 獲得の

障害になっている可能性がある。	
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